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学会出席・学会発表および 

論文（原著、総説、症例報告、著書等）の実績記録 

記載例と注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社団法人日本形成外科学会 

専門医生涯教育委員会
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（様 式１） 

実 績 記 録  

 

                   申請者氏名     形成 太郎       

 

学会出席・学会発表（H19(2007)/1/1～H23(2011)/12/31） 

平成 年 月 日 学会名（研修会，教育講演等）． （開催地） 実 績 点 数 

 

 

19.4.11-13 

 

 

19.6.7-8 

19.9.1 

19.10.11-12 

第 50 回日本形成外科学会総会学術集会(東京) 

 同上：一般演題発表（第二共同演者） 

          （プログラムコピー添付） 

第 33 回日本熱傷学会総会(横浜)                     

 第 251 回日本形成外科学会関東支部東京地方会 

第 16 回日本形成外科学会基礎学術集会(神戸) 

 

平成１９年 

      １５ 

        ２ 

 

        ６ 

        ６ 

       １５ 

 

   小計４４点 

 20.4.9-11 

 

 

第 50 回日本形成外科学会総会学術集会(名古屋) 

 

平成２０年 

   １５ 

 

   小計１５点 

 21.1.16-17 

 

 

 21.3.7 

第 1 回日本創傷外科学会学術集会(東京) 

同上：一般演題発表（第二共同演者） 

          （プログラムコピー添付） 

第 257 回日本形成外科学会関東支部学術集会 

 

平成２１年 

    ６ 

    １ 

 

    ８ 

 

   小計１５点 

 22.4.7-9 

 22.9.16-17 

第 53 回日本形成外科学会総会学術集会(金沢) 

第 19 回日本形成外科学会基礎学術集会(横浜) 

 

平成２２年 

       １５ 

       １５ 

 

   小計３０点 

 23.4.13-15 

 23.7.8-9 

 23.10.6-7 

 

 

 23.10.5 

第 54 回日本形成外科学会総会学術集会(徳島) 

第 3 回日本創傷外科学会学術集会(札幌) 

第 20 回日本形成外科学会基礎学術集会(東京) 

同上：一般演題発表（第一共同演者） 

          （プログラムコピー添付） 

日本形成外科学会秋季学術講習会（東京） 

 

平成２３年 

   １５ 

    ６ 

   １５ 

    ６ 

 

    ６ 

 

   小計４８点 

 

                         ５年間総計        １５２点 

 

手引きの「９．申請書類記入・作成上の注意事項」をよくお読みの

上、申請書を作成、提出して下さい。 

1 年に 30 点以上なくて

も、5年間に 150 点、ま

たは 6 年間に 180 点あ

れば問題ありません。 

5年間に150点、または6年間に180

点あれば、全ての点数の申告は必要

ありません 
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（様 式 見 本 2） 

実 績 記 録  

 

                  申請者氏名                 

 

 論 文（原著、総説、症例報告、著書等）（H19(2007)/1/1～H23(2011)/12/31） 

発行年.月 著 者 名 論  文  題  名． 掲載誌，卷：ページ 実績点数 
 

 

H19.12 

 

 

 

 

形成 太郎 

外科 次郎 

 

 

 ○○法を基礎とする新しい××手術法， 

                   日形会誌，27：12-16 

 

平成 19 年度 

 

     １２ 

 

 

 小計１２点 

 

 

 

 

 

H20.10 

 

 

 

形成 太郎 

 

 

 

△△手術． 

形成外科手術手技シリーズ:皮膚表面外科, 

学会花子編，p.151-158，克誠堂 

 

               平成 20 年度 

    １２ 

 

 

 

小計１２点 

 

 

 

 

H21． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H23． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   ５年間総計         ２４点  
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（様 式 3）  

証拠書類貼付台紙  年度ごとに学会参加章を台紙に貼付し、ご提出ください。 

この台紙をコピーしご利用ください。 
２０ １１年１月～１２月分         計 21 点 

 

 

 

 

 
 
※学会出席カードは学術集会当日、会場に提出するものであるため、学会出席証明にはなりません。必

ず学術集会会場の学会出席カード回収箱に提出して下さい。 

※参加章を紛失した場合、学会発表のプログラムコピーでは出席証明にはなりません（出席点と発表点

がプログラムコピーのみで認められてしまうため）。 

※参加章以外（参加章のコピー、プログラムのコピー、出席証明カード、領収書など）は出席点数と認

められません。 

必ず所属・氏名

記載のものを

提出して下さ

い。 

年ごとに学会参加章を台紙に貼付

する。１年分が複数枚にわたっても

かまいません。この台紙（様式 3）

をコピーしご利用下さい。 

氏名の欄に修正液を

使用している、シール

が貼付されているな

ど、ご本人の参加章で

あるか判断できない

場合、疑義が生じる可

能性がありますので

ご注意ください。 

 

参加章は会期、集会名が

分かるよう貼付してくだ

さい 

領収証のみでは

参加章として認

められません 

参加章が重ならない

よう貼付して下さい

（重ね貼りせずベタ

貼りしてください） 
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該当申請者名に下線

を引いてください 

学会発表はプログラム該当頁のコピーを添付してください 

論文は、別刷の表紙コピーまたは

関係部分を添付してください。 
※第 20 回日本形成外科学会基礎学術集会 

2011.10.7 発表 

 

プログラムのコピー

は、いつの、どの学会

の発表であるか分か

るよう明記するか、あ

るいはプログラム表

紙のコピーを添付し

てください。 

該当申請者名に下線

を引いてください 

論文のコピーは、掲

載誌、発行年などが

分かるようにして

ください。 


